
米通商問題警戒で2か月半ぶりの安値
NY原油先物相場は、1バレル=68.36ドルまで値下がりし、昨年12月10日以来の安値を更新した。需要

不安の織り込みが優勢の地合が続き、下値模索の展開になっている。米通商政策に対する警戒感が高ま

り、70ドルの節目割れの時間が徐々に増えている。通商リスクが実体経済のリスクとして警戒され始め

ている。トランプ米大統領がシェブロンのベネズエラ石油事業のライセンス取り消しを発表したこと、

石油輸出国機構（OPEC）プラスが4月から予定されている減産縮小（＝増産）を先送りするとの観測が

広がったことが下値を支えたが、戻り売り優勢の展開が維持された。

米通商政策については不透明感が強いが、実体経済に対するネガティブな影響が警戒され始めている。

消費者マインドの急激な悪化などを受けて、米国や世界経済の停滞は避けられないとみられている。世

界の株式相場が大きく値下がりする一方、非鉄金属などの産業用素材市況も弱含んでおり、その流れの

中で原油相場も上値の重い展開が維持された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月21日時点）は、原油が前週比233万バレル減、ガ

ソリンが37万バレル増、石油精製品が391万バレル増となった。
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【現状確認】
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通商問題で70ドル割れ定着が進む、関税発動の有無に注目
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【展望】

今週も戻り売り優勢の展開が続く見通し。米通商問題が需要

リスクを高めており、70ドル割れ定着を打診しよう。前週の

安値68.36ドルを下抜くと、67ドル水準まで一段安になる可

能性がある。特に株価急落といったリスクオフ圧力がみられ

ると、原油相場の地合も悪化しやすくなる。

トランプ米政権は、3月4日にカナダとメキシコからの輸入品

に対して25％の関税を課す予定になっている。また、同日は

中国からの輸入品に対する関税を、2月の10%からさらに

10%上乗せする予定になっている。各国の通商環境が急激に

悪化すると、需要不安が原油相場の上値を圧迫する展開が続

きやすい。特に中国政府が大規模な報復措置を講じると、値

下がりリスクが高まる。逆に関税発動が見送られるようなサ

プライズがあると、安値修正の動きが強まり70～72ドル水準

まで切り返す可能性がある。

一方、カナダとメキシコはともに米国の原油調達先になって

いる。特にカナダは最大の輸入先であり、トランプ政権はエ

ネルギー輸入については関税を10%に抑制する方針を示して

いる。ただし、カナダ産原油の供給に混乱が生じるリスクが

警戒されると、安値修正が促される可能性はある。

また、70ドル割れ定着が進むと、石油輸出国機構（OPEC）

プラスが4月から予定している減産縮小の見送りが決定的に

なろう。産油国が原油安をけん制する動きを強化すると、上

値が重いながらも60ドル台後半で下げ渋る展開に移行しよう。

昨年10月以降は67ドル水準が安値限界になっており、同水準

を大きく下抜くには、石油需要見通しの急速な悪化が求めら

れよう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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